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第4話のおさらい
•ホロスコープの基本要素・完結編 

• 改めて10天体 

• 惑星と意識の階層 

• ハウス 

• アスペクト 

• 占星術のABC



第5話のテーマ
•“クイックリーディング” 

• 短時間で効率よくホロスコープから情報を抽出する手法 

• 星から読み取れる情報をヒントに相手の人格やキャラクターの 
解像度を素早く上げる 

• どこが強調されているのか？どこに注目すべきか？ 

• ポイントと手順を伝授



前提

•基本要素（天体・サイン・ハウス・アスペクト・エレメント・クオリティ）
はある程度押さえた上での話 

• 基本要素を押さえていないと「どこを見ればいいのか」がわかっても 
その意味を正確に読み取ることができないし表現もできない 

• 基礎、基本の部分に何度も立ち返ろう



BIG３
•人格のコアを形成する３つの要素 

• 太陽：エネルギー 

• 月：欲求 

• ASC(アセンダント)：ペルソナ、パッケージ 

• 他に重要ポイントがたくさんあったとしても最終的にはコアが要



太陽と月の組み合わせ

•12種類の欲求と12種類のエネルギーの組み合わせ＝144通り 

• 太陽と月の星座が反対の組み合わせだと、共通する要素はあるけれど性格
への現れ方は全然違ってくる（例：太陽牡羊×月魚と太陽魚と月牡羊） 

• 月の欲求を太陽のエネルギーを使って満たすための方法を考える



ホロスコープの縦軸と横軸
•横軸（地平線軸）：ASC(アセンダント)とDSC（ディセンダント） 
ASC：ペルソナ、他人からの第一印象、こうありたいという自己像 
DSC：他人、環境、パートナー 

• 縦軸（子午線軸）：MCとIC 
MC：天職／適職の方向性、仕事／社会での役割を示唆する領域 
IC：私生活、家、人生の基盤 

• 軸の組み合わせ（ASC×MC）も重要 

• ASC（こう有りたい理想の自分）×MC（社会で果たしていく役割）



個人天体

•水星：思考、発言、表現方法、コミュニケーションに求めるもの 

• 金星：女性性、趣味、娯楽、喜ぶポイント、人間関係に求めるもの 

• 火星：男性性、怒るポイント、自己実現のためのエネルギー



世代天体

•木星、土星、天王星、海王星、冥王星の５つの世代天体は、それ単体で星
座との組み合わせで見るよりも、アスペクトを見る際の材料として活用 

• 特に強調される配置にある場合はどのように影響が現れているか注視する



偏りチェック

•ホロスコープの「偏り」をチェックする 

• 半球の強調 

• ステリウム 

• エレメント＆クオリティ



偏り：半球の強調
•ASC（東）寄り：自己中心になりがち、強い防衛本能、プライドが高い 

• DSC（西）寄り：相手中心になりがち、自分を他人に明け渡してしまう 

• MC（南）寄り：仕事、社会活動中心になりがち、私生活が疎かになりがち、社
会に人生を乗っ取られる 

• IC（北）寄り：私生活中心になりがち、仕事が疎かになりがち、幼少期の未解決
の問題がありがち 

• セラピーフロー：星の配置に偏りがある場合、意識的に反対のことをしてバラン
スを取ることが重要



偏り：ステリウム
•ステリウム：3つ以上の天体が特定のサイン／ハウスに集まっている事 

• サインのステリウム：1つの星座の中に3つ以上天体がある 
→そのサインの要素の強調 

• ハウスのステリウム：1つのハウスの中に3つ以上天体がある 
→そのハウスの要素の強調 

• ステリウムになっている箇所はBIG３以外でも意識が行きがち



偏り：エレメント＆クオリティ

•エレメント（4区分）とクオリティ（3区分）のバランスをチェックする 

• バランスが取れているのか？どこかに偏っているのか？ 

• 特定の偏りがある場合はどの程度強調されているかを見る 

• エレメント、クオリティ共にまったく天体が配置されていない場合、 
極端に苦手意識を感じるか、過剰に意識するかの2パターンに分かれる



アスペクトチェック

•注目ポイントは３つ 

• ノーアスペクト（ペレグリン） 

• コンジャンクション（０度） 

• ハードアスペクト（９０度スクエア・１８０度オポジション）



ノーアスペクト

•他の天体とのメジャーアスペクトを持たないチャートの中の一匹狼 

• 他の天体との心理的回路に組み込まれない 

• 独立していて暴走しがち 

• ホロスコープ全体を塗りつぶしてしまうくらい強く出る場合もある



コンジャンクション

•２つ以上の天体が重なるアスペクト 

• メジャーアスペクトの中では特にパワフルな配置 

• 重なった天体のエネルギーが一緒に働く 

• より遠くの星のエネルギーが近くの星に付与されるイメージ



スクエア＆オポジション
•スクエア（９０度） 
横槍を入れるハード中のハードなやつ、強い葛藤や摩擦を生む、 
上手に使えばものすごいパワーを発揮できる 

• オポジション（１８０度） 
相反する欲求がぶつかり合う、相互補完関係、真正面からの摩擦や葛藤 

• 縦軸、横軸に対してのハードアスペクトもチェック 
（チャート作成ソフトによっては表示されない場合もあり）



天体の強調を見抜くポイント
•特に際立って強調される天体は人生における発達や目標に深く関わる 

• →その天体の要素がより強く表現される 

• →その天体に関する欲求がかなり強くなる 

• →その天体が人格や人間関係に強い影響を及ぼす 

• →その天体の関わるハウス領域がより重要になる



強調ポイント

•軸上の天体 

• 牡羊ポイント 

• オウンサイン＆エグザルテーション 

• 逆行天体



軸上の天体
•軸（アングル）はホロスコープにおいて最も強力な領域 

• 軸上の天体（軸とコンジャンクションした天体）はより強くなる 

• ライジングスター：ASC前後５度の天体、自己像に強く影響 

• カルミネート天体：MC前後５度の天体、仕事や社会的役割に強く影響 

• DSCやICに載った天体もASCやMCにアスペクトを取るので要チェック



牡羊ポイント
•牡羊ポイント（AP）＝活動宮（牡羊座、蟹座、天秤座、山羊座）の０度 

• オーブ（許容範囲）：APから前後４度くらい 

• 柔軟宮（双子座、乙女座、射手座、魚座）の最後の度数もAPになる 

• その天体の資質や象徴に関する事で知られるようになる可能性 

• 広く注目を集める可能性や資質



オウンサイン＆エグザルテーション
•それぞれの天体の品位（エッセンシャルディグニティ）をチェック 

• オウンサイン（本来の居所）とエグザルテーション（高揚） 

• 太陽　居所：獅子座　高揚：牡羊座 

• 月　居所：蟹座　高揚：牡牛座 

• 水星　居所：双子座＆乙女座　高揚：乙女座、水瓶座（諸説あり） 

• 金星　居所：牡牛座＆天秤座　高揚：魚座 

• 火星　居所：牡羊座　高揚：山羊座



逆行天体

•水星：思考が内向きになりがち、自分の考えや本音を他人に言うのが苦手 

• 金星：情緒の発達が遅れる、人間関係に置いて葛藤や苦手意識を持つ傾向 

• 火星：怒りを他人に表現するが下手、怒りを内側に溜め込みがち 

• 土星：父親との関係に何かある可能性を示唆 
→父親が遠い存在、消極的な父親像（強い母親）、横暴で支配的な父親



まとめ

•まずは基本要素をしっかり押さえる 

• １２星座のイメージやキーワードをすぐに引っ張り出せるように覚える 

• BIG３の組み合わせから人格のコアを読み解く（８割） 

• 強調されるポイントを発見し、どのように表現されていて、 
どのように価値観や世界観に影響を与えているかを読み取る



終わりに

•ホロスコープリーディングの細かい技法はまだまだたくさんある 

• しかし実践で最もよく使う効果的なポイントは一通り紹介した 

• 数をこなしていけばどんどん感覚が養われていく 

• 次回からは具体的に場面別の活用方法を伝えていく


